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太陽電池、光触媒   
 
   減少し続けているエネルギー資源および地球規模で悪影響を引き起こしている環境問題に対
する根本的な対策技術を開発することは、今日の科学技術に課せられた最も重大な課題である。
これらの問題を解決するために、我々はシリコン太陽電池の新規な製造法および新型太陽電池の
開発に取り組んでいる。我々は、また水を水素と酸素に分解することができる光触媒の開発も行
っている。それらの研究課題は以下のとおりである。 
１．太陽電池用シリコンウェハのテクスチャ化およびシリコンェハのスライシング法 
  シリコンウェハの表面反射率を低下させることはシリコン太陽電池の効率を上げるための
鍵となるものである。この反射率低下のために、我々は金属ナノ粒子を触媒とする新規な化学エ
ッチング法を開発した。この方法で処理したウェハを用いることによりシリコン太陽電池の効率
が向上することを確認している。効率をさらに向上させるために、シリコン表面に規則的なくぼ
みを形成する方法の開発を行っている。これらの研究を行う中で、金属線の触媒を用いるとシリ
コンに溝を形成できることを見出した。溝の幅は金属線と同程度である。この結果は、この溝形
成現象が、シリコンウェハのスライシング技術に利用できることを示唆している。この方法には、
従来法と比べると、材料のロスが少なく、また、シリコン結晶に生じる欠陥密度が低いという利
点がある。 
 
 
 
 
 
 
 
 
  新規法で形成されたシリコンのテクスチャ面     白金線を触媒として形成されたシリコン中
の溝 
 
２．新型太陽電池の開発 
   銅、インジウム、ガリウム、セレンで構成される CIGS 薄膜太陽電池は次世代太陽電池と
して注目されている。我々はこの型の太陽電池を電気化学な作製法についての研究を開始した。
我々は、その組成成分、インジウムとセレンを、より豊富に存在し安全な元素に置き換えること
も目指している。有機薄膜太陽電池も、材料費が低く、製作が容易で、また、軽量でフレキシブ
ルであるという特長があることから注目されている。我々はポリマー、顔料、さまざまな有機化
合物を用いた高効率の勇気薄膜太陽電池の作製に取り組んでいる。 
 
３．水分解のための光触媒 
   光触媒を用いて、水を水素と酸素に分解するシステムは、光―化学エネギー変換システム
として理想的なものである。そのような太陽エネルギー変換システムを開発するためには、可視
光線によって効率よく動作する光触媒を開発することが極めて重要である。この目標を達成する
ために、我々は可視光線を吸収して水を分解することができる新たな光触媒の開発に取り組んで
いる。 
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多孔性中空カプセルに内包されたナノ粒子  
 
 ナノサイズの構造を有する固体は、化学的および物理的に特異な性質を発現することから、
科学技術の領域で関心をもたれている。我々は、多孔性中空カーボンで包みこんだナノサイズの
金属粒子(phC//MNPs)、および多孔性中空シリカで
包みこんだ TiO2 粒子(phSiO2//TiO2)の合成法を開
発した。前者は、いくつかの化学反応において高
い活性を示すことがかかった。また、後者では、
TiO2 粒子とバインダー樹脂の接触がシリカ層で
防がれるため、その分解が防がれることがわかっ
た。一方、アセトアルデヒドのような気体化合物
は、この層を透過できるため、光触媒によって分
解される。 
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